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＜病棟連絡事項＞
・9/27秋祭り～受け持ち患者と話し合い、買い物希望がある場合は家族連絡し、500円を現金で持参していただくよう依頼をお願いします。預かり金はAユニットロッカーにまとめて保管していく予定。
・9/30～千葉学園看護学生が実習予定。受け持ち患者は江渡保子様の予定。
・柞木田Dr.診察は9/25→9/26の午後へ変更。

・9月に転入となった患者様の9月評価は新しい受け持ちが評価し評価後は各チームリーダーに報告して下さい。
・退院支援や調整を9月中に積極的に進め、10月より退院を出していけるよう各受け持ちスタッフは動くようお願いします。また、北病棟への転出候補も今まで以上に捻出していくため、各受け持ちからも転出候補を検討し、積極的に意見してください。
・生活支援シートについて、初期評価の時期について「入院時～、1ヶ月後～、3ヶ月後～」と全病棟スタッフで認識の違いがあり、今後は入院してから3ヶ月経過後に書記評価を作成していく事となっている。場合によっては西病棟患者においても、3ヶ月以内に退院する場合は作成不要となりますが、西病棟で書記評価から作成していく必要も出てくるため、各受け持ちで患者の入院期間を確認し、適宜生活支援シート作成をして下さい。

＜ベットコントロール＞
・駒木　洋士様、泉　沙耶様～9/19東病棟へ転出予定。
・駒木　洋士様～9/17入院形態切り替えや北病棟転出について確認予定。
・若松　邦生様～4/18東病棟より転入予定。
　　　　　　　　
・川村　貴美代様～来週診察時に医保→任意へ入院形態変更し、北病棟への転出候補としていく。
＜患者様連絡事項＞
・川村　定子様～退院前訪問指導について、10/2の日程で調整予定。

　　　　　　　　計画相談へも情報提供し了承、10/2退院前訪問指導に入り、10/3退院予定として進めていく。
・小向　栄子様～実家は息子様が管理し本人様は施設入所の方向性で決定。家族様は青風荘への入所を希望されているが現在枠が埋まっているため他の施設へも問い合わせしていく事となる。施設入所が決まるまでは入院継続となるため入院継続の書類を息子様に記載していただく。
・吉田　富秋様～手紙関係にて警察より当院宛てに連絡が来ていた事、他者やスタッフに対する高圧的な態度や粗暴性について情報提供。インヴェガ（3）1T　1×夕が処方追加となる
・磯島　武弘様～ポテトチップスによる牛肉アレルギーについて、退院は自宅を強く希望する事を主治医へ訴えている。過去のSWからの説明を都合よく捉える様子あり。また認知機能についての検査希望あり主治医より調整の指示あり。
・川村　貴美代様～兄様が弁護士を通し譲歩開示請求をしていたとの事。また兄妻様が亡くなったとのお手紙あり、情動不安定となり、継続指示服用にて対応している。今後は本人より兄へ電話にて現況報告していく様主治医より指示あり、架電済み。
・川村　貴美代様～不穏時・不眠時継続指示の処方頂く。
・吉田　富秋様～不眠時継続指示の処方を頂く。

・佐藤　定子様～主治医面談について、9/24　15：30～、9/29　16：30のどちらかで家族へ確認していくよう指示あり。

・小坂　周子様～歩行訓練を進めていき、今後は外出訓練等を予定していく様主治医より指示あり。自宅退院に向け退院前訪問指導も実施予定。（10/2、10/10で検討中）
・西舘　ミネ様～酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ1 錠  1日1回　朝食後が明日より6日分追加となる。

・豊田　建世様～主治医より、貧血傾向であり今後鉄剤の処方を出す予定との事。入院中に八戸市民病院にて精査をしていくため、診療情報提供書を作成していくとの事。
＜要注目患者様ケース検討＞
・西舘　ミネ様～1/2～1/3程度摂取。午前に歩行時はふらつく様子、徐々に離床を促していく、点滴は抜き差しで。
・西　和世様～吉田富秋様に肩をペットボトルでたたかれたとのこと。大きいトラブルへ繋がらないよう、適宜介入していく事とする。
・小嶋　つ子様～「新聞紙欲しい。魚買ったけど、腐ってしまって。それを包んで捨てたい。」と話し掛けあり。こちらで処分するため、魚を持って来てほしい事説明。自室を本人探すも「あれ。いなくなった。ほっけ買ったんだけど。見つけれない。」と返答。

・田中　幸太様～話しかけの頻回さや執拗さは変わらず、落ち着かなさ訴え希望にて11：00、16：00に不穏時継続指示リスパダール内用液を服用している。
・山口　桜様～「話を聞いてもらっていいですか？」と流涙しながら来詰される様子あり。スタッフが20分程傾聴している。またスタッフが手紙を本人から受け取っている。手紙の内容としては「人を心配するのは悪い事だろうか？」「私はいったい誰のために何のために今まで生きてきたのだろうか？」「今日から退院まで誰とも関わらないほうがいいのか？」といった内容。訴えの内容としては

・特定男性患者様が体調が悪そうなので心配である

・初めて特定男性患者様を守りたいと思った

・特定男性患者様が辛い事は自分も辛いなどといった内容。
スタッフより入院している患者様同士である為適度に距離を
取るとともに今は自分の体調の事だけを心配して頂きたい事　をお伝えした。
＜村上Dr.患者様診察情報＞
・藤井　理代様～診察にて「アリピプラゾールが合わなくて具合が悪い」と話されていたが一時的であった事、首から肩のかけての疼痛は持続しており

適宜湿布や頓服薬で対応している事情報提供している。

また父様への方針説明については進展が無かった事もお伝えしてい
る主治医より頓服薬は1日3回まで使用可能である事を説明され、

本人了承している。また主治医より、施設退院できるよう計画相談員
との面談を進めていく事や後見人の件も進めていくようスタッフへ
話しあり。処方薬の変更は無い。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・出町 京子様～血圧値の推移や寝付けなさを訴え連日不眠時、不穏時使用している　事

一時的に咳嗽、咽頭痛打ったがあった事差し歯が取れて歯科受診

予約している事、作業では机上作業に参加されている事や

作業スタッフの風邪を心配する場面があった事等情報提供。

診察中「退院させて下さい」と発言あり主治医より入院の経緯について

再度説明して頂き了承あり。また血糖値改善している為明日より

糖尿病食18単位→23単位1840㎉へ変更となる。
処方薬の変更は無い。
・小向 栄子様～主治医面談予定日であったが直前の連絡となってしまった事

9/11認定調査実施した事、病棟では落ち着いて過ごされている事

作業ではラジオ体操や机上作業に取り組めている事を情報提供。

診察中し主治医より金銭管理や掃除などの生活能力が無く

生活が破綻しかけている為、自宅退院は難しい事を説明され了承あり。

処方薬の変更は無い。
・東野 愛様～日課遅れ時折あった事、「そわそわして落ち着かない」と話され

不穏時薬使用していた事、コロナ抗原検査実施し陰性であった事

コロナ終了日当日に母様より外泊訓練の希望があった為

日程を再調整していく事など情報提供。

作業では机上作業問題無く行えている事お伝えしている。

また9/13実施した血液検査の結果報告している。

診察にて主治医より顔面の発赤について問われると「椿オイルを

塗っている」と返答あり、主治医より禁止するよう話あり渋々了承

している。処方薬の変更は無い。
＜作業療法参加状況確認＞

佐藤　定子様～積極性あり、他者とも交流が見られている。
山口　桜様～参加は出来ているが、集団では他者ｔろトラブル

田中　幸太様～目標設定を検討中。集中力の低下が目立ち、作業参加時も

西舘　ミネ様～歩きたいと希望あるが、作業時に声掛けすると消極的な言動もある。

　　　　　　　自身の歩きたいタイミングがあるのか、今後も介入し運動量を増やしていく。
＜業務改善検討＞

・介護スタッフより⇒遅番業務が今後付けられない可能性も考えられる
　　　　　　　　　⇒買い物を深夜で担当？階段掃除はどうする？等意見あり。
　　　　　　　　　介護スタッフで話し合いをし、まとめた意見をカンファ等で再度

　　　　　　　　　検討していく事とする。
＜小栁Dr.退院支援委員会会議＞

・川村　貞子様～10/3退院予定として、調整中。10/2には退院前訪問指導も調整していく。
・西舘　ミネ様～施設入所の方向性で、本日介護認定調査を受けている。結果に合わせ入所可能な施設の検討を行っていく。
・小山　仁様～今後、退院を検討していくものの前回入院と同様に退院前に親戚内で話し合いを行い本人の対応などを決めていかなければならないと長男様より。（今回の入院のきっかけは親戚同士のトラブルも関係している為尚の事。）8，9月中は長男様も仕事で忙しくしていると話すため、10月中には再度面談の機会を設けていく事として同意いただいている。
・小嶋　つ子様～9/5施設入所について説明した際、本人様より「施設で進めるしかないよね」と発言あり。アップル園とサポートハウス絆に空きがあるとの事で申し込みを家族へ依頼している。
・江渡　保子様～夫様と孫様の来院あり、本人と面会されている。病棟スタッフ間では自宅退院の認識であったため、外出泊訓練について提案。本人、夫ともに「え？悠々の里ですよね？先生からもそう言われてましたよ？」と話される。面会終了後には娘様も来院されていたため、今後の方向性について確認。「施設か自宅か迷っていたところだったんです。今度相談員さんとお話しする予定でした。」と娘様より返答あり。
＜転入患者情報＞

・古積　幸太様

・情報は別紙参照
